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1 . 戸間牧場の放牧概要

はじめに

長野市営戸隠牧場は戸隠地区の北西に位置し，

南東に飯綱山，北東に黒姫山を望む戸隠山の裾に

広がる比較的種やかな傾斜地にある。戸隠牧場は

雄大な戸臆山を間近に仰ぐ，標高 1，20Omの高原

にあり，放牧された牛や馬がのんびり草をはむ牧

歌的な風景が見られる。長野市および近隣市町村

の畜産基地である。牧場内にある自然観察動物園

(昭和 60年建設)にあるウサギ，ヤギ，メンヨ

ウなどの小動物に触れられるミニ動物園のほか，

バンガローなどを備えたキャンプ場を併設されて

いる。観光客が年間21，000人(県外者が約 60%)

訪問している。このように牧場は長野市の観光資

源としても大きな役割を果たしている。

沿革

戸隠牧場は，明治42年に戸隠村が国有林150ha

を借り受け開設した。昭和 17年から 23年まで第

2次世界大戦のため閉鎖。昭和 24年に隣村を含

む所有者による組合立牧場として再開，昭和 26

年牧場の一部 107.8haが戸隠村に移管になった。

これを契機に昭和 27年から村営牧場となった。

昭和 35年国有林27.6haを借り受け，牧共有林

とし現在の牧場面積 135.18haとなる。平成 17年

1月，戸隠村が長野市に編入に伴って長野市営に

なった。

立地条件

戸隠牧場は標高 1，140から 1，320mの高原地帯

で，気象の変化が激しく平均気温 9.6t，積雪量

2.0mの豪雪地帯である。土壌は飯綱山，黒姫山

に属する火山灰土壌で，礁の多い痩簿地である。

放牧頭数

放牧期間は5月 17日から 10月25日までの 161

日開。放牧委託農家数は， 27"'-'34軒で放牧頭数は

平成 15年度 140頭，平成 16年度 146頭，平成

17年度210頭の牛が放牧されている(表1)。そ

の他，馬が約 10頭放牧されている。牛馬の放牧

料金は，長野市内居住の畜主の場合 1日1頭当た

り180円長野市外居住の畜主の場合1日1頭当た

り250円である。平成16年度の平均発育成績は，

体重34.8Kg，体高5.1cmであった。
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表 1 戸隠牧場の放牧頭数

項目 13年度 14年度

肉牛 42 43 

乳牛 55 回

仔牛 28 42 

牛の合計 125 150 

属 12 10 

草地造成

草地造成は，昭和 33年の飼料基盤整備事業で

実施した 10haから始まり，昭和 48年までの間

92 ha造成された。さらに草地の有効活用と牧養

カの向上を図るため，昭和田年から公共育成牧

場整備事業を導入し，昭和 57年からは公社営畜

産基地建設事業(長野北部地区)出牧場西北の国

有林内に 4.9haの草地造成をおこない牧場の強

化が図られた。さらに平成5年度より畜産振興事

業(団体営草地基盤総合整備事業)を実施し，充

実した内容の牧場をめざしている。牧場内の乾草

の販売も行われている。現在，牧草地(オーチャ

ドグラス、チモシー等)92 ha，野草地5ha，そ

の他 38ha計 135haである。

繁殖方法

1頭の種雄牛による自然交配と人工授精が行わ

れている。平成 17年度から受精卵の移植も行わ

れている(表2)。

表2 繁殖成績(頭数)

年度 15 16 17 

自然支配 32 34 46 

人工捜輔 38 38 

受精卵移植 o o 

ミニ動物園

ウサギ，ヤギ，メンヨウ，アイガモ，アヒル，ニ

ワトリ，七面鳥などの飼育動物のほとんどが畜主

等から借り受け，牧場開設期間のみ飼育されてい

る。ミニ動物園は誰でも入園でき，作の中で直に

触れたり，餌を与えたり，乗馬することが出来る

ようになっている。 8月中旬の夏休みの時期は隣

67 

6 

15年度 16年度 17年度

輔 56 98 
判 32 41 

37 制 70 

127 132 2ω 

12 13 8 

接の戸隠キャンプ場に 1日2，000人を超える来場

者があり，これらの来場者が戸隠連峰，広大な草

地放牧している牛や馬を写真撮影や写生にする

ために来訪する。そのため，景観や美化にも心が

けている。また，牧場内には犬も入場できるため

来場者には好評である。

戸隠牧場は，他の公共牧場と同様に地域の畜産

の振興を目的として，農家等から 140・200頭の牛

の預託を受け，乳牛および肉用牛の集団による育

成や繁殖を担っていた。特長は，夏の訪問者が多

いことで，ミニ動物園で自由に小動物にふれあう

ことができ重要な観光資源なっていた。

2.小規模移動放牧の概要

全国の耕作放棄地面積は平成7年で16.2万ha，

平成 12年は，東京都全域がすっぽりと入る約21

万 haに及んでいる。土地持ち非農家の耕作放棄

地を合わせると 35万ha近くになる。耕作放棄地

については今後，相続の発生で不在村の農地所有

者が増加することが考えられることから，中山間

地域だけでなく平地の農業地帯でも増加すること

が懸念されている。このような生産調整による減

反水田や，休耕畑・耕作放棄地等を活用した新し

い日本型の放牧体系として小規模移動放牧が全国

的に試験・実施されている。その主な概要は， 2 

""'5頭の小規模牛群を，一枚の畑や水田ごとに牧

区(概ね 10""'40a )に放牧し， 2""'4の牧区を順

次転校することにより，圃場区画を再編すること

なく，牛を放牧飼養する技術である。近年，休耕

回や耕作放棄地などを利用した小規模な放牧利用

が急速に拡大している。これら水田・里山・耕作

放棄地の放牧利用は，わが国の国土保全や中山間

地の活性化，飼料自給率の向上にも寄与するもの
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である。長野県でも平成 14年から畜産草地研究

所山地畜産研究部と長野県畜産課が中心となってP

各自治体や JAなどと連携して小規模移動放牧実

験が長野県木曽郡関岡村，須坂市，小海町，佐久

の農家などで行われている。

耕作放棄地放牧の活用とメリット

耕作放棄地は， 30度未満の傾斜地で草が生えて

いればどんな土地でも可能である。耕作放棄地の

ほとんどは小面積で分散しており，まとまった土

地がなかなかない。そこで設置・移動が簡単な電

牧器・電気牧柵を2台以上活用して，分散した耕

作放棄地を放牧地としてローテーションを行うと，

春から秋まで連続して放牧が可能になる。また，

牛舎の近くに電牧器・電気牧柵を設置すれば，パ

ドック的な使い方も可能である。

耕作放棄地放牧メリットは，購入飼料費を減ら

し，低コスト化できる。牛が放牧されることによ

って健康的になり受胎率も向上する。牛の糞処理

や給餌などの管理が楽になり，省力化出来る。ま

た，荒廃が進みカヤ等の野草が繁茂した耕作放棄

地等を人力で刈り払いすることは多大な労力と費

用がかかり，過疎化と老齢化が進む中山間地域で

は大きな問題となっている。放校することによっ

て，牛がほとんどの草を採食するので，草刈りの

労力が低減され，景鰍佐持に役立つ。また，イノ

シシをはじめとする野生動物の温床となっている

荒廃地を輔らすことができるなどがあげられる。

務作放棄地放牧に適する牛

耕作放棄地放牧に適した牛は，子牛の離乳後(分

娩後3ヶ月)から分娩2ヶ月前位まで聞の肉用種

牛で，種付けが済んだ牛が良い。すなわち発情行

動もなく，種付けのための捕獲の必要がない。ま

た 4才以上になると落着いてくる。妊娠牛を放

牧する場合，放牧期間(6ヶ月 子牛離乳~分娩2

ヶ月前)と舎飼期間(6ヶ月 分娩・種付け〉を組み

合わせると良い。しかし，放牧になれた牛は，放

牧地で子牛を分娩し，補助飼料なしで親子放牧を

することも可能である。

電気教摘の利用

耕作放棄地放牧を可能にしたのは電気牧柵の普

及である。電気牧柵は軽量かっ柔軟で巻き取りや

すい電牧線と樹脂製ポサの電牧柱を利用するため，

設置およv:移動が簡単である。電牧線に4"'-'7千

Vの高電圧がながれているが，通常電流がほとん

ど流れていないため感電のIG頃己はなく，牛が触れ

た場合電気ショックが与えられる。牛がこの電気

ショックを学習することにより，心理的に放牧地

内に囲い込める仕組みになっている。電牧器の電

源は，家庭用電源，乾電池，ソーラー式の太陽電

池，12Vバッテリーも利用出来るので近くに電源

のない所でも利用できる。電牧住の設置間隔は5

m間隔で，電牧柱に絶縁体となる碍子を取付け，

その碍子に電牧線を通して放牧地を囲む。電牧柱

は木柱，竹柱，鉄柱を利用しでも良い。その他，

飲水器と鉱塩の設置，アースとして銅棒かステン

レス棒を湿気の多い場所に深く埋めることと電牧

嫌に接触すると危険であることを示す看板を設置

する必要がある。牛の飲水用の水は，沢水，擢概

用水等を利用する。水がない場合は営農タンク等

を利用して水を運ぶ。かけ流しは水槽付近の泥淳

化の原因となるので止水装置の付いた水槽やウォ

ーターカップを使用する。

電気敏柵

遊休農地に電気牧柵を設置する場合，畦の法面

等を崩さないように注意する。牛は牧柵に沿って

歩く習性があるため，法面の上側に沿って牧柵設

置すると法面に牛道が形成され，そこから法面が

崩れることがあるため法面の下側に牧柵を設置す

るか，法面の上側の場合は法面から 1m以上離し

て牛の歩くスペースを確保する。また，法面に垂

直方向で電牧設置すると電牧に沿って法面を上が

るため，そこから法面が崩れるので，法面に対し

ては平行に設置することが大切である。 2枚の田

畑を一緒に囲うときは，法面以外に牛の通れる道

を確保すると牛は道を通るため，法面が保護でき

る。次に漏電を防ぐために電気牧柵設置場所を幅

1m程度下草刈りする。通常，電牧緯は地上から

の高さ 60cmと90cmに2段張りで設置する。子

牛が一緒にいる場合は 3段張りにする。下段を

60cm以上の高さに設置すると，牛が電牧掠の下

車を採食するため，下草が伸びて電牧線に接触し

漏電することを防ぐことができる。電牧柱は平坦

地であれば， 5m間隔程度で良いが，傾斜地では

斜面に沿って設置し，間隔は狭くする必要がある。
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放牧手順

放牧へ出す前に，候補牛を牛舎の周りの草のあ

るところへ繋いで草を食べることを教える。次に

屋外に繋牧した牛の近くに電気牧柵を設置し，牛

が自分から接触するのを待つ。電気牧柵にジュー

スの空き缶やアノレミホイルを短冊にしたものを針

金でつけると，牛は興味深く近付いてきて，電気

ショックを受けて学習する。牛は2-3目すれば

完全に学習して電気牧柵に触らなくなる。放牧は

必ず2頭以上で放牧する。

その他

これら必要機材の経費は，電気牧柵等，水飲み

水槽，貯水タンクなど合わせて 20-30万円/50

aである。繁殖牛の採食量は体重比で1.5から

3%で推移し，放牧期間中の繁殖牛の体重を維持

することができる。牧草の供給量が少なくなる夏

以降は，頭数を減らすか濃厚飼料給与する必要が

ある。半自然草地や林開放牧の放牧圧は 1頭/ha

である。放牧の際はピロの予防のため，ダニの駆

虫剤をかける。また，脱細等の事故を防止するた

め，毎日必ず1度は観察する。また，その際，濃

厚飼料を 500g程度給与することで牛の健康状態

の把握，放牧牛の野生化を防ぐことが出来る。畜

産草地研山地畜産研究部は，耕作放棄地に牛を放

牧し，その後の草地造成を行う試みもなされてい

る。その結果，草剤乍放棄された水田跡，野乗畑跡

及び樹園地跡にオーチヤードグラスとベレニアノレ

ライグラスなどの寒地型牧草の草地を造成後，牧

草を導入し1年当たり窒素で 12kgfl0aの施肥を

行い，適切に放牧を行えば，放牧利用を続けて5

年以上経過しても 1年当たり 700-800kgflOa

の乾物生産量を確保できると報告している。耕作

放棄地の牧草化として今後の利用できる方策であ

ると思われる。

これら耕作放棄地を小規模移動放牧で有効に土

地利用し，牛の放牧を行うことによって，従来か

らいわれている牛の健康，受胎率向上，省力化，

景観維持等に加えて，放牧に慣れた牛が増えるこ

とによって，公共牧場での放牧牛の事故が減少す

ると思われる。今後，小規摸移動放牧の利点を正

しく理解して，耕作放棄地放牧が長野県下の各地

でもっと普及することを期待したい。

本研究の一部は，文部科学省研究基盤 (A) r諏
訪湖・天竜川水系の物質循環J(2) 14208070の補

助を得て行った。
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